
■ この調査の対象は、俵山～豊田の区間です。

山陰道は、鳥取県鳥取市から島根県を経由し山口県下関市に至る総延
長３８０ｋｍの高規格幹線道路であり、山陰地方の地域経済の活性化、観
光の振興、災害に強い道路ネットワークの確保を主な目的として整備を進
めています。
本調査は、このうちの俵山～豊田の計画検討にあたり、地域の皆さまの生
活にも役立つ道路とするため、ご意見を伺う第２回調査です。
第１回意見聴取では、平成２７年９月～１０月にかけて「道路の課題」、「道
路に求める機能・役割」や「道路整備の必要性」について、約８，１００件の
ご回答を頂きました。ご協力ありがとうございました。
前回に引き続き、本調査にご協力いただきますようお願いいたします。

山陰道 380km

（H27.4現在の道路網）

事業中区間

開通区間

凡 例

未事業区間

【拡大図】

俵山～豊田の意見聴取への回答がインター
ネットでも可能です。

また地域や道路・交通の状況と課題につい
て、国土交通省HPでご覧になれます。

※高規格幹線道路とは、全国的な自動車交通網を形成する自動車専用道路のことです。

http://www.cgr.mlit.go.jp/
yamaguchi/sanindo/

山陰道（俵山～豊田）における
計画に関する第２回意見聴取

たわらやま と よ た

俵山～豊田

沿線住民用

資料－３



俵山～豊田間の国道４９１号及び下関長門線の現状

道路ネットワークと交通状況

当該区間は、高規格道路ネットワークにおいて、現在事業
がなされていない区間です。
国道491号（俵山～豊田）の交通量は、約1,100台/日 （うち
大型車約100台/日）、下関長門線(俵山～豊田)の交通量
は、約3,100台/日（うち大型車約300台/日）です｡

土砂災害危険箇所等も多く存在しており、砂利ヶ峠、
豊田湖周辺では防災上脆弱な箇所が集中しています。
砂利ヶ峠、豊田湖周辺においては、過去より災害が
多数発生し、異常気象時には俵山地区は孤立します。

災害の状況

国道491号は砂利ヶ峠周辺で幅員が狭く急カーブ、
急勾配が連続しています。
下関長門線では豊田湖周辺で急カーブ区間が集中
しており、小型車のすれ違いが困難なトンネルが存
在しています。

道路の構造

当該区間には事前通行規制区間（規制基準：連続
雨量200mm[国道491号]及び250mm[下関長門線]）
が存在しています。
交通事故や災害により10年間（H16～H25）に、国道
491号（俵山～豊田）では10回通行止めが発生し、
下関長門線（俵山～豊田）では8回通行止めが発生
しています。

通行止めの状況

※1 車道幅6.0m未満
※2 車道幅4.0m未満
※3 道路防災点検により対策が必要と判断された箇所
※4 土石流、地すべり、急傾斜地の崩壊が発生するおそれのある箇所

▲平面線形不良箇所

Ｒ=23m

▲被災状況

▲通行止め状況

▲道路ネットワークの状況
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第１回意見聴取にご協力いただきありがとうございました。
意見聴取の結果（概要）を以下のとおり、お知らせします。

皆さまからいただいたご意見を踏まえた政策目標に対する案を
次のように立案しました。

地域住民の方々や道路を利用される方々などから、8,127件の回答をいただきました。
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①快適な走行

②広域的な支援ルートの確保

③安全・円滑な通行

④交通事故減少

⑤物流の効率化や円滑な物資の輸送

⑥観光や地域間交流の促進

⑦救急搬送の円滑化

⑧日常生活の利便性向上

強くそう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答 （n=8,127）
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①円滑に走行できない

②大きな迂回を強いられる

③快適に走行できない

④安全に通行できない

⑤日常生活の利便性に課題

強くそう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない 全くそう思わない 分からない 無回答 （n=8,127）
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１．俵山～豊田間の国道４９１号及び下関長門線の課題について ２．俵山～豊田間の道路に求められる機能について

「③カーブや急な坂、幅員狭小区間があり、快適に走行できない」、「②災
害時の通行止めの発生により、大きな迂回を強いられる」といった交通課
題に対する意見が多い。

「②災害時に備え、広域的な支援ルートが確保できること」、 「⑦救急病院
への移動や広域的な救急搬送が円滑にできること」 、「①カーブや急な坂
が少なく、広い道路を快適に走行できること」などの道路機能を重要として
いる意見が多い。

■アンケート結果

■ヒアリング結果

・下関長門線は下関市と長門市を結ぶ最短ルートであるものの、豊田湖周辺など道路幅員が狭く、中型トラック同士の離合が困難な場所もある他、線形が悪い
区間や土砂崩れの危険性のある区間も存在する。（商工会議所）

・台風15号発生時には、集中豪雨により一気に事前通行止雨量に達したため、事前に俵山地区に消防車を移動させる事が出来ず、国道491号と美祢油谷線を
利用し迂回することにより移動時間がかかった。（消防署）

・長門市俵山地区の住民にとっては、下関長門線は住民生活の生命線であり、山陰道は代替路として期待されている。（警察署）
・長門市からの救急搬送はドクターヘリでの対応をする場合もあるが、夜間はドクターヘリの運航が不可能なため、山陰道は搬送路として期待される。（消防署）
・水産物や加工品などの鮮度が求められる産品などの物流や救急医療への対応など、山陰と山陽における様々な交流の活性化が期待される。（商工会議所）

【案１】全線自動車専用道路案

全線自動車専用道路とした案
(旧豊田町側ルート)

【案２】全線自動車専用道路案

全線自動車専用道路とした案
(国道491号側ルート)

ルート帯複数案選定

政策目標

■ ルート帯選定にあたって配慮すべきポイント

生活環境・自然環境の保全・調和

集落･市街地、主要施設等とのアクセス

経済性への配慮

● 走行性・安全性の向上

● 通行止め時に機能するネットワーク（代替性）の確保

● 救急医療機関への速達性、確実性の確保

● 観光振興の促進

● 産業の活性化

■ 政策目標を達成するために考えられる対策案

地域や道路の
状況や課題

圏域の将来像
（広域地方計画）

地域の将来像
（総合計画等）

道路利用者等との
課題・必要性の共有
（意見聴取結果）
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地域の課題を解決するために、以下のような対策案
（２つの比較案）を検討しています。

各ルート帯案の比較表

各ルート帯案の比較

【広域図】
N

長
門
・
俵
山
道
路

※1 車道幅6.0m未満
※2 車道幅4.0m未満
※3 道路防災点検により対策が必要と判断
された箇所
※4 土石流、地すべり、急傾斜地の崩壊が
発生するおそれのある箇所

年度 概要
発生
件数

規制時間

Ｈ16 災害 4件 75時間50分
Ｈ17 事前規制 3件 33時間
Ｈ18 災害 3件 4469時間30分
Ｈ21 災害・事前規制 7件 2433時間10分
Ｈ22 災害・事前規制 9件 294時間45分
Ｈ23 災害・事前規制 4件 72時間35分
Ｈ24 事故 1件 36分
Ｈ25 災害・事前規制 4件 118時間20分
合計 ― 35件 7497時間46分

▼国道491号・下関長門線の事故・災害通行止め

※H16～H25の10年間

【拡大図】
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案２：全線自動車専用道路案
（国道491号側ルート）

（開通済）（事業中）

豊田前小

神上寺

豊田神社

豊田下小清徳寺

願成寺

豊田中

豊田総合支所

豊田中央病院

道の駅蛍街道西ノ市
豊田ホタルの里ミュージアム

長府警察署
豊田幹部交番

西八幡宮

東八幡宮

妙栄寺

豊浦東消防署

西市小

西市高

明教寺

祇園神社

豊田前中

長福寺

麻生八幡宮

河内神社

能満寺

俵山温泉

俵山病院

長門警察署
俵山駐在所

長門市役所
俵山出張所

俵山中

善龍寺

妙伝寺
薬師堂

槙の尾山神社

八鷹山神社

豊田中小

亀尾山八幡宮

光安寺

舜青寺

▲藤ヶ迫[421]

▲天井ヶ岳[691]

▲一位ヶ岳[672] ▲捻松山[500]

▲勇山[504]

豊田湖

▲高山[307]

▲麻生山
[240]

俵山八幡宮

案１：全線自動車専用道路案
（旧豊田町側ルート）

一の俣温泉

国道435号 美祢～豊田バイパス

俵山小

▲秋葉山[354]

▲能満寺山[258]

西念寺

小原IC（仮称）

千代の滝

長門市一位が岳の
ベニドウダン自生地

日幡神社のナギの木

殿敷のトロニエム岩

西八幡宮の
イチイガシ

連理のサカキ

凡例

集落・市街地

公共施設

学校

主要施設（病院、主要観光地）

神社・仏閣・文化財

名勝及び天然記念物

木屋川・音信川ゲンジボタル発生地

山[標高：ｍ]

案１：全線自動車専用道路案
（旧豊田町側ルート）

案２：全線自動車専用道路案
（国道491号側ルート）

全線自動車専用道路とする案
（旧豊田町側のルート）

全線自動車専用道路とする案
（国道491号側のルート）

80km/hで走行できる自動車専用道路 80km/hで走行できる自動車専用道路

終点接続位置から小月ICまでの直線距離(参考) 約15km 約18km

長門市役所から下関市役所までの所要時間 案２より所要時間が短縮する 案１より所要時間が短縮しない

線形不良箇所の回避 現道の線形不良箇所を回避できる 現道の線形不良箇所を回避できる

通行止め時に機能するネットワーク(代替性)の確保 通行止め時の影響 現道が通行止めの際、代替路として機能する 現道が通行止めの際、代替路として機能する

救急医療機関への速達性、確実性の確保
長門市消防本部から関門医療センター
（第三次救急医療機関）までの所要時間

案２より所要時間が短縮する 案1より所要時間が短縮しない

主要観光地（道の駅蛍街道西ノ市）への立寄りやすさ 案２よりアクセスしやすい 案１よりアクセスしにくい

主要観光地（一の俣温泉）への立寄りやすさ 案２よりアクセスしにくい 案１よりアクセスしやすい

主要観光地（道の駅北浦街道豊北）への立寄りやすさ 案２よりアクセスしにくい 案１よりアクセスしやすい

産業の活性化 仙崎漁港から唐戸市場までの所要時間 案２より所要時間が短縮する 案１より所要時間が短縮しない

生活環境への影響（沿道家屋の分断等） 集落等を回避するため、影響は小さい 集落等を回避するため、影響は小さい

自然環境への影響 山間部を通過するため、影響がある 山間部を通過するため、影響がある

豊田方面の集落や市街地部・主要施設などへの連絡性 案２よりアクセスしやすい 案１よりアクセスしにくい

豊北方面の集落や市街地部・主要施設などへの連絡性 案２よりアクセスしにくい 案１よりアクセスしやすい

段階的な整備効果の発現
段階的に整備された場合、

案２より小月方面への利便性は優れている
段階的に整備された場合、

案１より小月方面への利便性は劣る

経済性への配慮 建設に要する費用 約５３０～５８０億円 約５７０～６２０億円

評価の項目

ルート帯の概要
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、
救

急
病

院
に

な
る

べ
く

早
く

到
着

で
き

る
こ

と
が

重
要

③
道

の
駅

、
観

光
施

設
な

ど
の

沿
線

施
設

や
豊

田
地

区
、

俵
山

地
区

な
ど

の
集

落
等

へ

連
絡

性
が

良
い

こ
と

が
重

要

④
豊

北
町

周
辺

の
観

光
施

設
や

道
の

駅
な

ど
へ

の
連

絡
性

が
良

い
こ

と
が

重
要

⑤
港

湾
や

生
産

拠
点

、
消

費
地

ま
で

早
く

到
着

で
き

る
こ

と
が

重
要

⑥
段

階
的

に
で

も
整

備
の

効
果

が
望

め
る

こ
と

が
重

要

⑦
整

備
費

用
が

安
い

こ
と

が
重

要

⑧
そ

の
他

（
自

由
回

答
）

※
別
紙
に
示
し
た
「各

ル
ー
ト
帯
案
の
比
較
」及

び
「各

ル
ー
ト
帯
案
の
比
較
表
」を

参
考
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

質
問

２
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
を
検

討
す
る
際

に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
配

慮
す
べ

き
と

思
い
ま
す
か
？

下
記

の
①

～
③

に
つ
い
て
、
５
段

階
で
評

価
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市

街
地

（
集

落
等

）
へ

の
連

絡
性

が
良

い

②
国

道
4
3
5
号

及
び

下
関

長
門

線
等

の
主

要
な

幹
線

道
路

と
の

連
絡

が
良

い

③
周

辺
観

光
地

、
観

光
施

設
へ

の
連

絡
性

が
良

い

④
そ

の
他

（
自

由
回

答
）

キ
リ
ト
リ
線

質
問

３
俵

山
～

豊
田

間
の
現

在
の
道

路
の
状

況
や

、
今

後
の
道

路
整

備
等

に
つ
い
て
、
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
自

由
に
お
書

き
く
だ
さ
い
。

質
問
は
以
上
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
回

答
方

法

・
回
答
は
、
右
記
の
返
信
用
は
が
き
に
記
入
し
、
切
り
取
っ
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締

め
切

り

・
平

成
２
７
年
●

月
●

日
（
●
）
ま
で

に
投
函
願
い
ま
す
。

【
回

答
は

が
き

】
（
質

問
票

を
ご
覧

い
た
だ
き
回

答
し
て
く
だ
さ
い
）

【
質

問
票

】
（
回

答
は
が
き
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
）

対
策
案
(ル

ー
ト
帯
案
)を

検
討
す
る
際
に
、
配
慮
す
べ
き
(重

要
)と

思
う
事
項

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
を
検

討
す
る
際

に
、
配

慮
す
べ

き
事

項

5
4

3
2

1

5
4

3
2

1

5
4

3
2

1



◆
あ
な
た
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て

【
記

入
ま
た
は
該

当
す
る
番

号
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
】

住
所

〒
- 県

市
・
郡

町

性
別

①
男

性
②

女
性

年
齢

歳
代

◆
「
俵

山
～

豊
田

」
の
国

道
４
９
１
号

及
び
下

関
長

門
線

（
以

下
「
対
象

路
線

」
）
の

普
段
の
自
動
車
利
用
状
況
に
つ
い
て

【
該

当
す
る
番

号
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
】

Ｑ
．
現

在
の
対

象
路

線
を
自

動
車

で
利

用
す
る
頻

度
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

①
ほ
ぼ
毎
日

②
週

２
～
３
回
程
度

③
月

２
～
３
回
程
度

④
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
い

⑤
利
用
し
た
こ
と
が
な
い

Ｑ
．
対

象
路

線
の
自

動
車

に
よ
る
主

な
利

用
目

的
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

①
通
勤

②
通
学

③
家
事
・
買
い
物

④
仕

事
⑤

観
光

・
レ
ジ
ャ
ー

⑥
そ
の

他
（

）

Ｑ
．
目

的
地

を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

①
萩
市

②
長

門
市

③
下

関
市

④
美
祢
市

⑤
北
九
州
市

⑥
そ

の
他

（
）

7
4

7
8

7
9

0

定
形

郵
便

物

山
口

県
防

府
市

国
衙

1-
10

-2
0

国
土

交
通

省
中

国
地

方
整

備
局

山
口

河
川

国
道

事
務

所

行
計

画
課

※
）
本

ア
ン
ケ
ー
ト
で
お
答

え
い
た
だ
い
た
意

見
お
よ
び
個

人
情

報
は

、
他

の
目

的
で
使

用
し
た
り
、

第
三
者
に
使
用
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん

住

《
裏

面
》
の
質

問
へ
→

→
④

、
⑤

を
選

ば
れ

た
方

は
《
裏

面
》
の
質

問
へ

→
①

、
②

、
③

を
選

ば
れ

た
方

は
《
下

段
》
の
質

問
へ今
後
の
手
続
き
の
流
れ

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
問
い
合
わ
せ
先

計
画
段
階
評
価
の
流
れ

中 国 地 方 小 委 員 会

地 域 の み な さ ま 、 関 係 機 関 、

企 業 等 へ の 意 見 聴 取 【 第 １ 回 】

優 先 整 備 区 間 の 選 定

（ 三 隅 ～ 長 門 、 俵 山 ～ 豊 田 ）

中 国 地 方 小 委 員 会

社 会 資 本 整 備 審 議 会 道 路 分 科 会 中 国 地 方 小 委 員 会

【 山 陰 道 （ 三 隅 ～ 小 月 ） 】

・ 優 先 整 備 区 間 の 検 討 、 選 定 等

( 平 成 2
7

年 4 月 2 日 ）

※
計

画
段

階
評

価
と

は
、

公
共

事
業

の
実

施
過

程
の

透
明

性
を

一
層

向
上

さ
せ

る
観

点
か

ら
、

地
域

の
声

を
聞

き
な

が
ら

計
画

段
階

に
お

い
て

事
業

評
価

を
行

う
取

り
組

み
で

す
。

中 国 地 方 小 委 員 会

地 域 の み な さ ま 、 関 係 機 関 、

企 業 等 へ の 意 見 聴 取 【 第 ２ 回 】

新 規 事 業 採 択 時 評 価

事 業 化

：
計

画
段

階
評

価
の

手
続

き
範

囲（
俵

山
～
豊
田
）

国
土
交
通
省

中
国
地

方
整

備
局

山
口
河
川
国
道
事
務

所
担

当
：
計
画
課

☎
08

35
-2

2-
18

19
安
心
で
快
適
な

地
域
づ
く
り
の
た
め
に

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を

お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ
の
段

階
で
す

差
出
有
効
期
間

平
成
2
8
年
3
月
3
1
日

（
切
手
不

要
）

防
府
局

承
認

●
●

●


